福知山バレーボール協会会則

制定　昭和５８年３月２４日

改定　昭和６２年３月１０日　　改定　平成　５年４月　５日

改定　平成　７年４月　１日　　改定　平成１３年３月２４日

改定　平成２１年３月２８日　　改訂　平成２７年３月２１日
第１章　　総　則

　本会は、福知山バレーボール協会と称し、事務所を理事長宅に置く。

（〒620-0814　福知山市西平野町2-38　藤原珠喜　宅　℡　0773-27-9631）

　本会は福知山市に在住・在勤の職域・学校・クラブ・その他同好者により構成された、単位チームの加盟を持って組織する。

目　的　及　び　事　業

　本会の目的は、当地方におけるバレーボールの健全な普及・発展、並びに技術・知識の向上、及び会員相互の親睦を図ることを目的とする。

　本会は前条の目的を達成する為、次の事業を実施する。

１　競技会の開催

２　バレーボールの競技規則と審判に関する研究

３　バレーボールに関する講習会等の開催

４　その他目的達成に必要な事業

役　員　の　構　成　及　び　職　務

　本会に、次の役員を置く。

１　会長　　　１名

２　副会長　　　若干名

３　理事長　　　１名

４　副理事長　　　若干名

５　常任理事　　　必要と認める人数

６　理　　事　　　必要と認める人数

７　監　　査　　　若干名

　役員の選任（会長・副会長・理事長・副理事長及び常任理事）は、役員会（以下三役会）で選出し、理事会に於いて承認を得る。（三役会とは会長・副会長・理事長・副理事長とする。）

　理事の選任は、会長が必要に応じ委嘱した者とする。

　役員の業務

１　会長は、本会を代表し、事業を総理する。

２　副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときは会長を代行する

３　理事長は、本会事業を総括する。

４　副理事長は、理事長を補佐し、理事長事故あるときは理事長を代行する。

５　理事長・副理事長・常任理事は、事業の企画・立案並びに執行にあたる。

６　理事は、事業の審議並びに執行にあたる。

７　監査は、会計の監査にあたる。

　役員の任期は２ヶ年とし、再任は妨げない。（事故あるときは、前任者の残任期間とする。）

名　誉　会　長　・　顧　問　及　び　参　与

　本会に、名誉会長・顧問及び参与を置くことができる。

２　名誉会長は、本会の会長であった者で、特に三役会で推薦された者。

３　顧問は、本会の会長であった者、及び三役会で推薦された者。

４　参与は、本会の副会長・理事長であった者、及び三役会で推薦された者。

会　議

　会議は三役会・常任理事会・理事会とする

２　三役会は、会長が必要と認めたとき随時開催する。

３　常任理事会は、理事長が招集し、議長となる。

４　理事会は、理事長が招集し、議長は理事中より選出し、議事の運営にあたる。

５　その他必要に応じ、各種委員会を構成することができる。

　各種会議は、２分の１以上の出席で成立する。ただし、委任状をもって出席に代えることができる。

　決議は、出席者の過半数の同意で可決し、賛否同数のときは議長がこれを決する。

総　会（諮問・承認機関）

　総会は、会長が委嘱した理事及び登録・加盟チームの代表者を会長が召集する。

２　議長は、会長が議事の進行にあたる。会長に事故あるときは副会長が代行する。

３　総会は、毎年１回とする。ただし、必要に応じて臨時に開くことができる。
　総会は、この協会の業務・予算・決算等役員の業務執行の状況について意見を述べ、若しくは諮問に答え、役員からの報告を徴することができる。
会　計

　本会の運営は、登録料・参加料・補助金・寄付金・その他の収入であてる。

　本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日をもって終了する。

　予算・決算は、理事会に於いて承認を受けるものとする。

会　則　の　改　廃

　本会会則の改廃は、理事会において３分の２以上の同意がなければならない。

そ　の　他　の　規　定

　　　別紙に定める

　　　附則　　１　本会則は、昭和５８年４月１日より実施する。

　　　　　　　２　本会則は、昭和６２年４月1日より実施する。

３　本会則は、平成　５年４月１日より実施する。

４　本会則は、平成　７年４月１日より実施する。

５　本会則は、平成１３年４月１日より実施する。

６　本会則は、平成２１年４月１日より実施する。

７　本会則は、平成２７年４月１日より実施する。
